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は くCOrpOrations)すなわち広い意味でとれば ｢団体｣のことであり, 3月にアラルドが廃
止を提案して可決された同業組合やル ･シャブリ工が禁止しようとしている労働者の結社は























































































労働や営業の自由は89年 8月の ｢人間と市民の権利の宣言｣ では明文化されなかったが,
宣言にかんする議論のたたき台として採用される予定でありながら審議に入る直前に一転して
退けられたミラボーの ｢5人委員会｣による草案が第 11条で ｢いかなる市民も取得し,所有
し,生産し,商取引を行い,その能力と技芸を用い,またその所有物を自由の処分する権利を
有する｣としていたのをはじめとして,同様の趣旨をふくむ草案の数は少なくなかった12)｡ま
たそれ以前に, 8月4日の夜の ｢封建制の廃止｣の決議を受けて成立した同月 11日の法令も,































































































































































人 文 学 報
攻撃する側にとっても擁護する側にとっても無視することができなかった｡ここでル ･シャブ





































































































































































































は ｢話をするparler｣や, この文脈では ｢報告する｣ と訳すほうが適当であるかもしれない
｢論じるdisserter｣,また議論するdiscuterとは大きくことなり,討論に加えて ｢決議｣をふ
くむ行為と見なされており,そのかぎりでこれを行うことは集会の外部に影響をおよぼすこと































































































































































































































































































































































































































































































































































































































[- -] 不公平で屈辱的な依存から解放されることが問題なのだ｡ このような活動を特別に担














































り多数の観客を前にして,朗読と講演がなされること｣を提案する101)｡ ここで ｢朗読｣ と翻
訳したlectureはフランス語では ｢読書｣を意味するが文脈からして声を出して書物を読むこ
























































































































































































人 文 学 報
の討議と並んで,あるいはそれ以上に協会のあいだの ｢提携｣がもたらす弊害が強調されてい
ることであろうか｡この点には民衆協会の全国規模での増殖にたいする警戒心の強まりを読み






















































係の中心であるパ リのジャコバン･クラブの処遇が問題となってくる｡ フリュクティドー ル























































































らない｣ という, 民衆協会に直接関係する3ヶ条がふくまれていた134)｡ しかも憲法が成立し







































3) 一例をあげるなら,杉原泰雄はル ･シャブリ工法に ｢当時展開されつつあった資本主義的経済
関係の性格についてかなり明確な理解｣をもっていた ｢国民議会の多数を占めていたブルジョワ
ジー｣の意向を見ようとしている (『国民主権の研究』岩波書店,1971年,255ページ)｡









る (｢ル ･シャブリ工法研究試論｣『早稲田法学会誌』第20巻,1969年, 1-44ページ)｡高村
学人はさらにル ･シャブリエの提案した法令全体に着目し,ロザンヴァンロンにしたがいながら










12) 富永編 『資料 権利の宣言- 1789』京都大学人文科学研究所,2001年,195ページ｡









































35) 前出 『資料 フランス革命』154ページ｡
36) KAPLAN,OP.cit.,p.557.








































































74) 前出 『資料 権利の宣言- 1789』57ページ｡











































































120) このような集団の力学については論旨の展開の都合から詳説できないが, 前出の富永 ｢会話
と議論｣を参照｡またラントナスの転身については富永 ｢ラントナス,あるいは自由な身体の逆
説について｣『環』第7号,2001年 10月を参照｡







125) 最高存在の祭典については富永 ｢徳と効用のあいだ- フランス革命期における科学と芸
術｣『人文学報』第70号,1992年,59-94ページを参照｡
126) テルミドー ル派の言説についてはB.BACZKO,CommentsortirdelaTerreur.Thermidoret
laRe'volution,Paris,Galimard,1989を参照｡
127) Moniteur(26fructidoranII),t.XXI,p.725et728,ル･シャブリ工とデュランの言説の
｢構造上の類似｣についてはバチコが注意を喚起している (BACZKO,OP.cit.,p.149)｡
128) AULARD,OP.cit"t.VI,p.445.
129) Moniteur(28fructidoranII),t.XXI,pp.739et740
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